
 

 

平成２８年度「大分県学力定着状況調査」「全国学力・学習状況調査」別府市の結果 
                                              別府市教育委員会  

 

１ 調査結果公表の目的 

  平成２８年度「大分県学力定着状況調査」及び「全国学力・学習状況調査」の調査結果及び別府市全体の課題と課題

解決の方策を公表することにより、別府市児童生徒の学力向上に向けて、学校、家庭及び地域がそれぞれの果たすべき

役割を認識し、一体となって取組を推進する機運を高めることを目的として調査結果を公表します。 

 

２ 調査の概要 

 大分県学力定着状況調査 

（大分県教育委員会実施） 

全国学力・学習状況調査 

（文部科学省実施） 

調査目的 

県内小・中学校児童生徒の学力や学習・生活状況を

把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その

改善を図るとともに、教育に関する継続的な検証サイ

クルを確立する。また、学校における児童生徒への教

育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点か

ら、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析

し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る

とともに、学校における児童生徒への教育指導の充実

や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような

取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイク

ルを確立する。 

実 施 日 平成２８年４月１４日（木） 平成２８年４月１９日（火） 

調査対象 小学校第５学年及び中学校第２学年 小学校第６学年及び中学校第３学年 

調査事項 ○国語（「知識」及び「活用」に関する問題） 

○算数・数学（「知識」及び「活用」に関する問題） 

○理科（「知識」及び「活用」に関する問題） 

○英語（「知識」及び「活用」に関する問題）<中のみ> 

○総合質問紙調査（学習意識や生活実態の調査） 

○国語Ａ（主として「知識」に関する問題） 

○国語Ｂ（主として「活用」に関する問題） 

○算数・数学Ａ（主として「知識」に関する問題） 

○算数・数学Ｂ（主として「活用」に関する問題） 

○児童生徒質問紙調査（学習意識や生活実態の調査） 

備 考 全小・中学校を対象に実施された。 全小・中学校を対象に実施された。 



 

 

３ 調査結果 

   平成２８年度大分県学力定着状況調査 

学年 小学校５年生 中学校 2 年生 

項目    教科 
国語 算数 理科 国語 数学 理科 英語 

知識 活用 知識 活用 知識 活用 知識 活用 知識 活用 知識 活用 知識 活用 

大分県平均正答率 74.9 71.4 74.5 60.9 74.6 65.3 78.0 62.9 62.6 61.4 57.2 45.7 68.8 52.4 

偏差値 52.5 51.6 52.4 52.4 52.1 51.1 51.3 49.8 50.3 50.4 51.4 50.6 49.9 50.2 

別府市正答率 73.7 70.6 72.5 57.9 72.8 63.3 79.5 63.1 64.8 64.7 59.4 46.5 70.6 53.0 

偏差値 51.8 51.3 51.5 51.2 51.1 50.3 52.1 49.9 51.2 51.4 52.5 51.0 50.6 50.4 

 

平成２８年度全国学力・学習状況調査 

学年 小学校６年生 中学校３年生 

項目    教科 
国語 算数 国語 数学 

知識 活用 知識 活用 知識 活用 知識 活用 

全国平均正答率 7３ 5８ 7８ 47 76  6７  62  44  

別府市正答率 71 5５ 77 4５ 72  6２  56  3９  

 

   ※ 上記調査により測定できるのは学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面です。 

 

 

 



 

 

４ 大分県調査・全国調査結果（大分県・全国平均正答率との差）の推移  

※同じ色で囲まれた部分を追うと、同一児童生徒の調査結果の推移がわかります。  H2８中３  H2８中２    H2８中１   H2８小 6 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

５ 平成 28 年４月に調査を実施した各学年の概況 

小学校５年生（大分県学力定着状況調査） 中学校２年生（大分県学力定着状況調査） 

○偏差値による比較 

・３年続けて、全ての項目において、偏差値 50 を上

回っている。 

 

○大分県平均正答率との比較 

・全ての項目において、大分県平均正答率を下回って

いるものの、算数「活用」以外の項目においては、

顕著な差は見られない。 

○偏差値による比較 

・国語「活用」以外の７項目において、偏差値 50 を

上回っている。 

・国語「活用」においては、偏差値５０を下回ってい

るが、わずかな差である。 

 

○大分県平均正答率との比較 

・全ての項目において、大分県平均正答率を上回って

いる。 

・数学「活用」において、顕著な向上が見られている。 

 

小学校６年生（全国学力・学習状況調査） 中学校３年生（全国学力・学習状況調査） 

○全国平均正答率との比較 

・全ての項目において、全国平均正答率を下回ってい

るが、顕著な差は見られない。 

 

○前年度大分県調査（小 5 で実施）結果との比較 

※前年度大分県調査結果は、大分県平均正答率との差 

・国語「活用」において、母体平均正答率との差が広

がっている。 

・算数「活用」において、母体平均正答率との差が縮

まっている。 

 

○全国平均正答率との比較 

・全ての項目において、全国平均正答率を下回ってい

る。 

 

○前年度大分県調査（中 2 で実施）結果との比較 

※前年度大分県調査結果は、大分県平均正答率との差 

・数学「活用」において、母体平均正答率との差が広

がっている。 



 

 

6 今後の学校における取組の重点  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ れ ま で ○知識・活用ともに、母体平均正答率と大きな差が見られていたことから、各学校において 

＜既習内容の弱点の焦点化と補充＞ 

＜現在学習している内容の定着状況についてこまめな確認と補充＞ 

を確実に繰り返してきました。 

そ の 結 果 ○これまでの取組の成果から、大分県学力定着状況調査結果では、全ての項目において顕著な

弱点はなくなってきています。 

○一方で、全国学力・学習状況調査結果では、小学校国語「活用」、中学校国語「知識」「活用」・

数学「知識」「活用」において課題が見られます。 

こ れ か ら ○これまで行ってきた 

＜現在学習している内容の定着状況について、短いサイクルでの確認と補充＞ 

を引き続き実施しながら、 

○活用する力を育んでいくために 

＜考える、書く、説明する、見直す、判断するなど、思考や判断、表現をする場面を取り入

れた授業づくり＞を、より積極的に進めます。 

○また、家庭・地域と協力して＜家庭学習習慣の定着＞や＜読書の推進＞を、進めていきます。 



 

 

7．学力の基礎となる力を育むために     

別府市教育委員会では、子どもたちの学力を定着させる素地を育むため、次の２つのことについて保護者・地域の方々に提起し、 

協力をお願いしています。         

○家庭学習習慣の定着  
【平成 2８年度小学校６年生】 

 
 

 

 

 

 

 

【平成 2８年度中学校３年生】 

 

 

 

 

 

平成２８年度小学校６年生は、 

家庭学習１時間未満の児童が、 

３４．４％３４．４％３４．４％３４．４％    

（（（（８００８００８００８００人中人中人中人中２７５２７５２７５２７５人）人）人）人）    

 

平成２７年度 ３３．９％ 

（８３５人中 ２８３人） 

 

平成２６年度 ３８．９％ 

（８６３人中 ３３６人） 

 

平成２８年度中学校３年生は、 

家庭学習２時間未満の生徒が、 

６４．７％６４．７％６４．７％６４．７％    

（（（（８５３８５３８５３８５３人中人中人中人中５５２５５２５５２５５２人）人）人）人）    

 

平成２７年度 ５５．７％ 

（８２０人中 ４５７人） 

 

平成２６年度 ６５．９％ 

（８３４人中 ５５０人） 

 



 

 

○読書の推進 
【平成 2８年度小学校６年生】 

 

 

 

 

 

 

【平成 2８年度中学校３年生】 

 

 

 

 

 

 

平成２８年度小学校６年生は、 

読書時間が１０分未満（週に 1

時間未満）の児童が、 

３３３３７７７７．．．．００００％％％％    

（（（（８００８００８００８００人中人中人中人中２９６２９６２９６２９６人）人）人）人）    

 

平成２７年度 ３６．５％ 

（８３５人中 ３０５人） 

 

平成２６年度 ３９．４％ 

（８６３人中 ３４０人） 

平成２８年度中学校３年生は、 

読書時間が１０分未満（週に 1

時間未満）の生徒が、 

６６６６００００．．．．６６６６％％％％    

（（（（８５３８５３８５３８５３人中人中人中人中５１７５１７５１７５１７人）人）人）人）    

 

平成２７年度 ５２．０％ 

（８２０人中 ４２６人） 

 

平成２６年度 ５０．１％ 

（８３４人中 ４１８人） 

 



 

 

【 教育委員会 】 

○ 子どもが意欲的に取り組む「思考力・判断力・表現力」を育む授業を推進します。 

○ 各種調査結果に基づいて各学校が作成する「学力向上計画」に対し、指導・助言をします。 

○ 子どもの実態の変化を短期的なサイクルで客観的に評価できるよう、1 月に別府市学力調査を実施します。 

○ 学校が地域や家庭と協働して教育を行えるよう、コミュニティ・スクールでの支援体制を整えます。 
 

【 学   校 】 

○ 授業を積極的に公開し、参観者からの意見や指摘による授業改善を図ります。 

○ 「考える」「書く」「説明する」「見直す」「判断する」等の学習活動を授業の中に位置づけます。 

○ 各種調査結果に基づいて各学校が作成する「学力向上計画」を確実に実施し、短期で評価、補充をします。 

○ 個々に応じた学習をする時間を確保すると同時に、その効果について確実に評価します。 

○ 小テストや振り返りの時間、家庭学習プリントの工夫を繰り返し、日々の学習内容を定着させます。 

○ 情報を発信したり、家庭や地域と協議したりして、一緒に取り組みます。 

 

【 家庭・地域 】 

○ 集中して学習に取り組める家庭学習の時間を確保するとともに、家庭学習ができる環境を整えてください。 

○ 小学校低学年から家庭学習に取り組む習慣をつけ、学習の跡を褒めてください。 

○ 子どもが読書をする時間を設定したり、読書ができる環境を整えたりしてください。 

○ ＰＴＡ活動、学校の諸行事、地域行事等において、協力し合って子どもの成長を促してください。 

 

8 今後、取り組むこと・協力をお願いしたいこと 
 

 

 

 


